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11 号 

（創立１３０周年記念誌より抜粋） 

校長 稻村勝成  ～心一つに厳かな式典 感激の祝賀会！～ 

 まずもって、金町小学校創立 140 周年記念式典・祝賀会、お陰様の大成功にお力をいただいた全ての皆様に

感謝を申し上げます。あしかけ 2 年、ぷれイベント～十数年振りの盆踊りを経ての祝賀…。 

 地域の皆様、PTA の皆様から物心両面の応援をいただきました。ありがとうございました。 

 祝賀行事は続きます。1 月 20 日午前、河川敷にて凧あげ大会を開催します。大凧 17 基 各児の小凧が大

空を舞います。 

PTA 会長 髙木正二郎 

 金町小学校の創立 140 周年記念行事が成功裏に終わりました。金町小らしい伝統を重んじた、品格のある

周年行事だったとお褒めの言葉を多く頂戴しました。関わった一員としてこの上ない喜びです。 

 昨年のぷれイベントから今夏の記念盆踊り大会、そしてこの周年式典・祝賀会を迎えるまでに実行委員の皆

様、地域の皆様に多大なるご協力をいただきました。この場をお借りして御礼申し上げます。 

  

長くつらい戦争が終わり、昭和 20 年に学校名も『葛飾区立金町小学校』と変わりました。脱脂粉乳とパン

だけですが、給食もこの頃に始まりました。 

昭和２２年のカスリーン台風でかつてない大きな洪水に見舞われました。東金町６丁目のさくら堤が決壊

し、町全体が水浸しとなり、ひどいところでは大人の背の高さより高く水がきました。この時金町小学校は、

２５日間臨時の避難場所となりました。 

昭和３８年から４０年にかけて古くなった木造校舎から鉄筋校舎への建てかえの工事をしました。 

完成時には新校舎落成と創立９０周年のお祝いを盛大にしました。 

 創立１００周年の時には、とち・くす・しい・かやなどの記念植樹も行われ子供たちとともに今も大きく育

っています。玄関左側の「愛校」の碑と玄関正面の「大時計」も１００周年を祝って設置されました。 

金町小学校の歴史⑤ 

戦争が終わって・・・ 

140 周年式典・祝賀会へのご協力ありがとうございました

周年実行委員長 滝沢恒夫 

 周年行事は何の為にやるのかその問いかけから始まりました。PTA、地域が協力し合って成功した昨年のぷ

れイベント。自治会、商店街の協力をへて久しぶりに行った盆踊り。式典にむけ先生方のご指導、それに応え

た子供たちのがんばり。祝賀会では金町らしさが出た演出。終わってみると寂しさも感じますが金町小に関わ

る全ての方々の笑顔が答えをだしてくれたと思います。ありがとうございました。 


